






































研 究 課 題
『十巻章』内の諸著作の再考察、
及びそれに相対する末釈類の整理と考察
























































































































































































































































































































































































































本 研 究 は、2008 年 度 に は『 即 身 成 仏 義 』 を、
2009 年度には『菩提心論』を、データベース化及び
考察の対象として研究を行った。
しかし各『十巻章』諸著作とその注釈書類のデジタ
ルデータ化は完了したものの、データベース化、及び
内容考察に関しては今一歩踏み込めなかった。
また、2008 年度年度、2009 年度共に聖教調査を
行った際の写本の写し、及び書誌データについては未
整理のままであり、これらの整理、及びデータ化につ
いても行われていない。
本研究の課題としては、まずデータベースの完成、
そして制作したデータベースの実用実験、及びデータ
ベースを使用した上での考察を行い、『十巻章』の再
考察を行うことである。
そのための方策としては、先に述べたデータベース
制作の作業を終えることが必要である。
データベース作成作業としては、扱いやすく閲覧し
やすいものを制作する必要がある。そのためには、ま
ず『十巻章』諸著作の、先行研究を中心とした内容の
把握及び考察から、データベース化する際の内容分類
を行う必要がある。
『十巻章』の内、『秘蔵宝鑰』については、先行研究
からの調査を行った。そのため当面は、その調査内容
からデータベース化を進める必要がある。
また、聖教調査で収集した古写本、刊本についても、
目録の制作を行い、書誌データを管理する必要がある。
またコピーをした古写本等の書物については、読み合わ
せの上、必要があれば調査を行いデジタルデータベース
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に組み込む必要があるため、その調査も行いたい。
その上で、データベースを用いた『十巻章』諸著作
について、それぞれの著作の注釈書類を用いた調査、
再考察を行う。
この研究により、『十巻章』諸著作と、『十巻章』諸
著作に関する注釈書類の総合的研究が行えるという点
で、本研究は次のような発展を考える。
まず、高野山大学や六地蔵寺のように、本研究に協
力して頂ける各研究機関、各寺院に対してさらなる聖
教調査等を行い、『十巻章』諸著作に関する注釈書類
のデータベースを構築することにより、今後の研究の
発展に貢献できるだろう。また、これらの古写本につ
いては、できる限り収集し、調査を行う予定である。
また、『十巻章』諸著作、及び各注釈書のデジタルデー
タベースの構築により、『十巻章』の総合的な調査と
個々の内容の部分的調査の両面が行えることになるだ
ろう。具体的には、注釈書類同士の内容比較や、引用
経典の引用部分に関する考察、『十巻章』の他著作の
注釈書との比較による著者に関する調査、年代の違う
注釈書を比較することでの時代ごとの『十巻章』のと
らえ方の研究などが行える。
また、これらの点は研究代表者、及び研究分担者の個人
研究のテーマに対しても発展性を持たせることができる。
研究代表者は、平安後期から鎌倉前期にかけて著さ
れた『図像集』を用いた研究を行い、研究分担者は護
国思想について研究を行っているが、共に真言宗の思
想についての、時代的、法流的な変化を調査する必要
がある。本研究を行うことにより、真言宗の重要典籍
である『十巻章』に関する注釈書の変遷を追うことが
でき、一面的ではあるが、真言宗における時代的、法
流的な変化を見ることができるからだ。
本研究は今後も、デジタルデータ化が終了した『即
身成仏義』、『菩提心論』、『秘蔵宝鑰』を手始めに、『十
巻章』諸著作とその注釈書類のデジタルデータベース
化、及び考察、研究を続ける予定である。
